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金属錯体を用いた新規物質変換反応の
開拓
今の世の中，いろいろなメディアで「環境にやさしい」とか「クリ

ーンな」，「省エネの」などの形容詞が頻繁に登場します。これらは

21世紀に実現しなければならない事象を表現しているのは間違いな

く，科学者はこれらの真の実現に向けて取り組んでいます。ところ

で身の回りを眺めてみると，生物は上述した形容詞がぴったりと当

てはまる化学反応を行っています。ですから，生体内で繰り広げら

れるクリーンで効率的な反応を，そこに関与している物質に注目し

ながら詳しく観察すると，反応

と物質の関係がよく見えてき

ます。特に，反応の鍵となるの

が「金属錯体」と呼ばれる化合

物群で，効率や選択性を上げる

のに欠かすことのできないも

のです。私たちはこの化合物を

人工的に構築し，それらの機能

を利用した新しい反応系を開

発して，様々な分野へ応用して

いきたいと考えています。
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主な研究分野
テーマ① 二酸化炭素を炭素源とする化学エネルギー獲得反応
テーマ② 自発的 CO リリース化合物の開発と生体内反応への応用
テーマ③ 窒素酸化物の金属上での還元反応による物質変換

相談に応じられる分野･テーマ
① 機能性錯体の設計および合成
② 各種分析装置を用いた化合物の化学分析
③ 電気化学および化学的手法を用いた酸化還元反応
④ COx, NOx等の物性
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